
 

大阪国際大学国際教養学部の久保由加里准教授のゼミ生が、「地方で暮らすことを考

えている家族」４組を現地に迎え、果樹の里山体験や農業体験をしてもらうイベントを、 

ＮＰＯ法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会といっしょに実施する。このイベントは、単なる

体験ではなく、人々との交流を通して自然に恵まれた鹿野町の伝統や文化を知ってもらう

ことが目的。参加する家族は４組で、参加費は１家族１万円（宿泊費、朝夕食２回分を  

含む）で、２月２５日まで募集中。鳥取市が後援。 

大阪国際大学国際教養学部の学生が、３月２２日から２４日までの３日間、鳥取市
鹿野町で「鳥取市の暮らし体験」イベントを現地 NPO 法人と共催 

久保准教授は、森林や田園地帯、古い町並みなどを楽しみながら歩くイギリス発祥の「フット 

パス」（小径）を研究し、２０１４年から人口４千人の鹿野町で観光交流プログラム「鹿野ちゃれっ

じ」（チャレンジ＋カレッジ）を企画するなど、交流を続けている。 

鹿野町は人口約３，６００人。周辺にはのどかな田園風景が広がる。鹿野祭、演劇、アートなど

歴史、文化を有し、移住者も増えている。今回の企画では、鹿野城下町の散策や果樹の里山を 

フットパスで歩いたり、藍染工で藍染作品を作ったりする。果樹の里山は、耕作放棄地の課題に

ついて久保准教授とゼミ生たちが何年もかけて取り組んできた場所でもある。 

 

【参加申し込みと問い合わせ】 

ＮＰＯ法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会 

〒６８９－０４０５ 鳥取県鳥取市鹿野町鹿野１８０９－１ 

ｔｅｌ＆ｆａｘ ０８５７－８４－１１３８ 

ｅメール ｉｎｆｏ＠ｓｈｉｋａｎｏ．ｏｒｇ 

【本件に関する問い合わせ】 

大阪国際大学国際教養学部 

久保 由加里 准教授 

０６－６９０２－０７９１（代） 
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